














華やか 勇壮…真田まつり、 ー__'..J . ， .......... 
第 7田上田真固 まつりが4月'16・17日の両日聞

かれま した。 16日には、市民会館でミス上田コ ン

テス トが行われ、宮坂恵美さん(21歳・長島)、西

川真寿栄きん(21歳・染屋)、巳亦ユカリさん(22 

歳・神畑)の 3人が選ばれま した(ー写真上)。

17日には、真田武者行列(=写真右)が行われ、

約 4万人の市民や観光客らでにぎわい、繰り広げ、

る戦国絵巻にたんのうしていました。

緑化木を大切に

恒例の 「緑の祭 り」が 4月9 ・10日の両日、上

回公園で聞かれま した。 この祭 りの呼びものは、

なんといっても緑化木の無料頒布会(ー写真)。 い

ちい、きつきなどの苗木が2日間で合計8，200本も

配布きれたため、大勢の市民が列をつくりま した。

広報うえだ63.5.1 [8] 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た。

マ
小
山
喜
様
(
福
田
)
二
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名
三
千
百
六
十
円
(
社
会

福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て
)、
ス
カ
ー

ト
(生
保
・
母
子
家
庭
な
ど

へ
)
、
ビ

デ
オ
カ
セ

ッ
ト

(高
齢
者
福
祉
セ

ン

タ
ー
へ)

マ
永
山
建
設
側
、
永
山
建
設
側
協
力

会

様

百

一

万

円

社

会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
徳
武
貞
雄
様

(丸
堀
町
)
十
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
日
本
自
動
車
産
業
労
働
組
合
連
合

会
全
日
本
部
品
製
造
労
働
組
合
関
東

地
区
城
南
製
作
所
支
部
様
ス
テ

ン

レ
ス
カ

ッ
プ
百
個
社
会
福
祉
施
設

へマ
浦
野
了
一
様
(
上
房
山
)
シ
l
ツ

五
十
八
枚
報
恩
寮

へ

マ
田
中
け
さ
と
様
(
諏
訪
形
)

一
万

円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
他
日
本
伝
書
鳩
協
会
上
回
支
部
宮

沢
俊
夫
様

ト
ロ
フ
ィ
ー
十
六
個

児
童
館
な
ど
の
行
事
の
景
品
と
し
て

マ
上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
十

万
円

大
手
町
ポ
ケ
ッ

ト
パ
l
ク
の

植
栽
費
用
に



ベティさん来田

松平家の子孫、ベティ・リー ドさん (53

歳)夫妻が4月16日、上田市を訪れ永野市

長を表敬訪問しました。ベティきんは、旧

上田藩主の弟で明治の初めにアメ リカへ渡

った松平忠厚のひ孫にあたります。先祖の

墓参りなどを目的に来田、 17日には上田真

固まつりにも参加しました。

松平家の子孫

川辺中(当時)

と川辺小

A
川
辺
中
と
川
辺
小
の
合
同
運
動
会

一

(
昭
和
初
年
同
月
)

‘
現
在
の
川
辺
小

くを主>

武田ブームここにも

「米山城福米まつり」が4月10日、戸石

城の一角、米山城跡で行われました。これ

は、 「戸石崩れ」と言われる武田信玄の敗戦

地を PRしようというもの。信玄や村上義

清らにふんした武者約15人が、金剛寺から

山頂の城跡まで登り 福米祈願の後、約350

人の参加者に福米を配りました。

提供者

山岸国雄さん

(59歳・新屋)

ポ
プ
ラ
が
シ
ン
ボ
ル

私
が
、

川
辺
中
(
今
の
四
中
)
の

教
師
を
し
て
い
た
時
に
撮
っ
た
写
真

で
す
。
当
時
、

川
辺
中
は
川
辺
小
と

隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
の
で
、
運
動
会

は
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
娯
楽

の
少
な
か
っ
た
時
代
で
す
の
で
、
ご

ち
そ
う
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
重
箱

を
持
っ
た
人
が
大
勢
見
物
に
訪
れ
た

も
の
で
す
。
な
か
に
は
、
一
杯
飲
み

な
が
ら
・
:
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

川
辺
の
学
校
と
い
え
ば
、
大
き
な

ポ
プ
ラ
の
木
が
シ
ン
ボ
ル
で
し
た。

学
校
の
場
所
を
聞
か
れ
、
「
ポ
プ
ラ
の

あ
る
学
校
で
す
」
と
答
え
た
こ
と
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
昔
の
写
真
に

は
三
本
写
っ
て
い
ま
す
が
、
十
年
ほ

ど
前
に
一
本
だ
け
に
な
っ
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
ポ
プ
ラ
は
、
ぜ

ひ
残
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
(
川
辺
小

の
記
録
で
は
、
昭
和
五
十
年
七
月
に

樹
齢
六
十
余
年
の
ポ
プ
ラ
一
本
倒
れ

る
と
あ
る
。
そ
の
跡
地
に
ポ
プ
ラ
が

一
本
植
え
ら
れ
、
現
在
は
二
本
に
)

・
秘
書
課
(
内
線
1
1
1
2
)
で

は
、
古
い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

(9)広報うえだ 83.5.1 



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

受
通
災
害
共
済
に

ご
加
入
を

今
年
も
交
通
災
害
共
済
の
更
新
時

期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
五
月
中
は

自
治
会
、
学
校
と
身
近
な
と
こ
ろ
で

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

マ
昨
年
度
加
入
し
た
人

申
込
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、

継
続
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

マ
昨
年
度
加
入
し
な
か
っ
た
人

白
紙
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
会
費
を
添
え
て
自
治
会
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
へ
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

各
国
、
学
校
か
ら
申
込
書
を
お
送

り
し
ま
す
。
園
や
学
校
で
申
し
込
む

と
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。
(
一
般
は

四
百
円
の
と
こ
ろ
三
百
円
)

マ
ニ
の
春
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

今
回
か
ら
一
般
加
人
と
な
り
ま
す

ド
の
で
、
自
治
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
民
課
(
内
線
1
3

5
8
)
で
も
加
入
申
込
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

マ
加
入
が
無
料
に
な
る
人

次
の
人
は
、
市
が
会
費
を
負
担
し

ま
す
の
で
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

②
身
体
障
害
者
(
一
・
二
・
三
級
)

③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

④
交
通
・
災
害
遺
児

⑤
七
十
歳
以
上
の
人
(
大
正
七
年
五

月
三
十
一日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

市
総
合
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

作
品
も
募
集

マ
会
期
五
月
十
九
日
嗣
か
ら
二
十

二
日
間
午
前
九
時
j

午
後
六
時
(
二

十
二
日
は
午
後
四
時
ま
で
)

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
入
場
料
当
日
券
二
百
円
、
前
売

券
百
五
十
円

マ
作
品
搬
入

五
月
十
八
日
附
午
前

十
時
j
午
後
一
時
、
中
央
公
民
館
へ

マ
作
品
内
容
洋
画
(
三

O
号
以
内
)
、

生
花
、
写
真
(
全
紙
、
パ
ネ
ル
仕
上

げ
)
、
日
本
画
(
三

O
号
以
内
)
、
工
芸
、

俳
画
、
書
道
(
軸
長
四
六
で
以
内
、

半
切
以
内
、
横
額
不
可
)
、
彫
刻

「
社
会
教
育
う
え
だ
」
四
月
号
で

は
、
総
合
美
術
展
の
会
期
が
五
月
十

八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
作
品
搬

入
が
五
月
十
六
日
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
前
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

0
7
6
0
 

中
央
公
民
館
宮
⑫

教
育
育
児

テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
室

マ
と
き
五
月
八
日
目
午
前
十
時

か

ら

午

後

三

時

マ

と

ニ

ろ

上

田

創
造
館
マ
対
象
者
幼
児
、
小
・

中
・
高
校
生
本
人
お
よ
び
そ
の
家
族

マ
相
談
内
容
学
校
生
活
、
家
庭
教

育
、
非
行
、
精
神
衛
生
、
健
康
問
題

な

ど

マ

電

話

番

号

⑧

0
0
0
0

マ
と
き
五
月
八
日
制
か
ら
十
五

日

間

マ

と

こ

ろ

上

田

創

造

館

五
月
十
日

ωか
ら
十
六
日
間
ま
で
マ
展
示
作
品
日
本
画
、
洋
画
、
彫

は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
L

で

す

。

刻

、

工

芸

マ

入

場

料

三

百

五

十

長
野
行
政
監
察
事
務
所
、
上
田
市
な
円
(
学
生
二
百
円
、
小
中
学
生
無
料
)

ど
で
は
、
次
に
よ
り
合
同
行
政
相
談
一

l

i

l
i

-

-

l

i

l

-

-

所

を

開

催

し

ま

す

。

一

「

上

小

美

術

展

」

に

出

品

す

る

作

マ
と
き
五
月
二
十
日
幽
午
前
十
一
品
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

時

か

ら

午

後

三

時

一

マ

搬

入

日

五

月

七

日

出

午

後

零

マ

と

こ

ろ

上

田

西

武

一

時

三

十

分

か

ら

二

時

三

十

分

マ

搬

I

l

l
i

-

-

1

1

1

一
入
場
所
上
田
創
造
館
マ
出
品
料

行
政
相
談
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の
一
二
千
円
マ
問
い
合
わ
せ
上
小

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
い
つ
で
一
美
術
会
岱
⑫
0
1
2
8

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
役
所
ぶ
一

川

i
f
@

川
青
年
海
外
協
力
隊
の

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
し
て
、
川

苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た

川

隊

員

を

募

集

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
開
発
途

上
国
の
経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た

め
、
新
し
い
国
づ
く
り
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、

五
月
三
十
一
日
ま
で
隊
員
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。
資
格
は
、
二
十
歳
か

ら
三
十
五
歳
ま
で
の
青
年
男
女
で
す
。

県
で
は
、
こ
の
説
明
会
を
次
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
五
月
十
二
日
嗣
午
後
六

時
i
九

時

マ

と

こ

ろ

上

田

市

民

会
館
マ
内
容
映
画
上
映
、

O
B

マ
主
催

上
田
青
年
会
議
所

合
同
行
政
相
談
所
を

開
催
し
ま
す

(敬称略)

氏 名 f主 所 電話

鋒城直巳 天神4・19-16 ⑫6176 

松川 隆 吉田454・| ⑫4715 

久保田良明 芳田333 ⑧1120 

西沢静枝 富士山4，391 ⑨3595 

行政相談委員

上
小
美
術
展
の

開
催
と
作
品
募
集

広報うえだ 63.5.1 [10l 



寝
だ
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

マ

と

き

五

月
十
六
日
間
午
後

一

時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
マ
と

こ

ろ

市

保

健

セ

ン
タ
ー

(南
庁
舎

二
階
)
マ
対
象

寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
マ
内
容
講
演
「
寝

た
き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族

の
健

康
」
な
ど

マ
そ
の
他
当
日
、
介
護

を
す
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
こ
ち

ら
か
ら
婦
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
伺
い

ま
す
。
五
月
十
一
日
附
ま
で

に
保
健

予
防
課

(
内
線

1
3
7
6
)

へ
ご
連

保健コーナ輔・棚

健
康
僧
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
ま
す

マ
と
き

五
月
二

十
六
日
嗣
午
前

八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
三
時

マ

と

こ

ろ

上

田
保
健
所
(
上
田
合
同

庁
舎
)
マ
対
象
者
お
お
む
ね
六
十

歳
未
満

マ
内

容

①

健

康

度

測
定

1>対象者 61年 4月 1日から 同 9月30日までに生

まれた幼児 (今まで実施した機会にできなかった

6歳未満の幼児も含みます)。ただし、麻 しんにか

かったこと のあるお子さ んは該 当しません。

1>実施期間 5月6日(針から同31日(火)まで。お子

さんの健康状態のよい日を選んで ください。

じ〉実施場所 別表の委託医療機関へ(事前に電話

などで連絡 して くださし、)

b持ち物 問診票 (赤ちゃん手帳の中にあります)、

母子健康手帳

bその他 赤ちゃん手l帳の注意事項を ご覧くださ

い。料金は無料です。

麻しん予防接種委託医療機関一覧表

-麻しん(はしか)の予防接種

(
血
液
検
査
、
眼
底
検
査、

心
電
図

な
ど

)
②
休
養
・
栄
養
診
断
③
個
人

相
談
④
十
五
分
間
歩

行

マ

定

員

二

十

人

マ

料

金

四
千
五
百
二
十

円

マ

申

込

方

法

五

月
十
九
日
同

ま
で
に
電
話
な
ど
で
上
田
保
健
所
(
包

⑫
1
2
6
0
)

へ

日
本
赤
十
字
社

社
員
社
資
募
集
に

ご
協
力
を

こ
れ
ら

の
活
動
は
、
社
員
に
加
入
一
体
験
談
と
相
談
会
マ
問
い
合
わ
せ

さ
れ
た
方
が
出
資
す
る

「
社
費
」
と
一
県
青
少
年
家
庭
課

(8
0
2
6
2
⑨

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
か
ら
寄
せ
ら
一

o
l
-
-
)

れ
る
「
寄
付
金
」
に
よ

っ
て
ま
か
な
一

川

上

田

創

造

館

わ
れ
て
い
ま
す

(総
称
し
て
「
社
資
一

一

川

」一

川

春
の
星
空
観
望
会

と
い
い
ま
す
)。

一

赤
十
字
運
動
の
根
幹
を
な
す
社
員

一

マ

と

き

五

月

二

十

一
日
目
、
二

の
増
強
と
杜
資
募
集

の
た
め
、
自
治

一
十
二
日
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

会
の
役
員
き
ん
と
上
田
市
赤
十
字
奉
一

九

時

マ

と

こ

ろ

天

体

観

測

室

仕
団
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し

一
マ
内
容
月
面
と
春
の
星
座
な
ど
を

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

一

観

望

マ

参

加

料

無

料

マ

そ

の

す
。

一

他

①

時
間
内
に
自
由
に
お
越
し
く

・
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
上
一
だ
さ
い
②
中
学
生
以
下
は
保
護
者
岡

田
市
地
区

(
社
会
課
内
)
内
線

1
6
一
伴
で

・

問

い

合

わ

せ

上

田

創

造

一
館
包
(
⑫
1
1
1
1

一
川
甲
種
防
火
管
理
者
の

一川

資
格
取
得
講
習
会

一

ー
マ

と

き

五

月
二
十
六

二
十
七

一
日
、
午
前
九
時
j
午
後
四
時
三
十
分

一

マ

と

こ

ろ

上

田
市
民

会

館

マ

費

一
格

防
火
管
理
業
務
を
行
う

こ
と

の

一
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
人

一
円
v
受
講
料
会
員
三
千
五
百
円、

非

一
会
員
四
千
五
百
円

マ
申
込
期
限

一
五
月
二
十
日
悩
ま
で

マ

申

込

先

一
消
防
本
部
予
防
課
(
宮
⑫
2
5
0

1
)

2 
1 

医療(自治機会名関)名 電話番号 医 療(自治機会名関)名 電話番号

ZZE 奪三 沢 医 院 @2280 
嶋村内科IJ、児科医院 @3202 

(森) (常磐 町)

荒 井 医 院 @0474 城 南 医 F完 @3481 
(下紺屋町) ({卸 所)

飯 島 医 院 @ 5011 
三盛E釘E 田 医 院 @ 1158 

(築 I也) (下紺屋町)

池 田 医 院 @2007 新 美 医 院 @0012 
(浦 野) (大 屋)

:也田 ク リご ック @ 5041 日新堂病院 @0558 
(JII辺 町) (馬場町)

遠藤 内 科 医院 @0051 橋 本 医 F完 ⑮2033 
(馬 場 町) (舞 田)

金井内科小児科医院 @9716 堀 内 医 院 @0104 
(国 分) (大 屋)

神科診療 所 @3331 松尾内科小児科医院 @ 1355 
(長 島) (下常田)

育E 坂 内 科 @ 1936 三原内科医院 @6500 
(上 塩尻) (中之条)

小井土内科医院 @6666 宮坂内科小児科医院 @0759 
(下川原柳町) (下常田)

甲田内科小児科診療所 ⑮3065 宮下内科小児科医院 @ 1233 
(石神) (上 堀)

小松内科循環器医院 @2200 二好周T産婦人科医院 @2381 
(上川原柳町) (御所)

斉 藤 医 院 @ 1048 村 上 医 院 @3740 
(馬 場町) (末 広町)

斉 藤 外科医院 @0887 相P 沢 病 院 @0109 
(下青木) (北 大 手)

ささき小児科医院 @ 7700 横 山 医 院 @0008 
(城北) (大 屋)

佐 藤 医 F完 ⑮2543 吉田こども医院 @ 1222 
(五 加) (踏入)

佐藤胃腸科内科医院 @2342 和方内科医院 @2540 
(鷹 匠町) (塩田新町)

t孟 田 病 F完 ⑮2221 一一一一一一一(中 野)

(50音順)

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
に
は

飢
餓
、
疾
病
な
ど
の
救
援
、
圏
内
で

は
献
血

・
災
害
救
援
事
業
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て

大

掃

除

5
月
は
春
の
大
掃
除
月
間
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商
業
統
計
調
査
巳

ご
協
力
く
だ
さ
い

六
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
全
国
の
却
売
、
小
売
業
を
漏

れ
な
く
調
査
し
て
、
商
屈
の
分
布
状

況
や
販
売
活
動
の
実
態
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

調
査
員
が
、
調
査
票
を
も
っ
て
お

伺
い
し
、
記
入
の
方
法
な
ど
を
説
明

し
ま
す
。
調
査
内
容
は
法
律
に
よ
り

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

2
2
5
)
 

企
画
課
(
内
線

1

く
ら
し
と
不
動
産

寸
な
ん
で
も
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す

法
務
局
、
税
務
署
、
県
、
市
な
ど

で
は
、
次
に
よ
り
「
く
ら
し
と
不
動

産
な
ん
で
も
相
談
」
と
し
て
一
日
行

政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
五
月
二
十
日
働
午
前
十

時

か

ら

午

後

三

時

マ

と

こ

ろ

上

回

西

武

マ

相

談

内

容

不

動

産

に

八四七八八八七七七八
四九一二五八七 00四

大
和
み
す
子
き
ん

山
田
貴
史
さ
ん

塩

入

英

さ

ん

石

坂

宣

さ

ん

柳
沢
ふ
じ
さ
ん

田
島
幸
一
き
ん

久
住
ト
シ
さ
ん

水

科

和

き

ん

中
島
角
大
郎
さ
ん

竹
内
啓
二
さ
ん

堀
内
善
太
郎
さ
ん

腰
越
忠
一
き
ん

喜
多
優
希
き
ん

関

か

は

る

さ

ん

柳
沢
左
吉
き
ん

兼
子
姿
次
き
ん

金
井
武
成
き
ん

(
三
月
届
け
出
分

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

宮
島
婦
美
子
さ
ん

西
沢
な
つ
子
さ
ん

樋
口
ミ

ヨ
き
ん

坂
部
栄
銀
さ
ん

中
沢
な
か
え
さ
ん

手
塚
鎌
雄
さ
ん

南
波
き
く
え
さ
ん

寺

島

頴

さ

ん

佐
藤
澄
子
さ
ん

手

塚

亨

き

ん

原

町

手

塚

金

井
西
前
山

院

内

越

戸

下
之
郷

大

屋

赤

坂

鎌

原

中
之
条

伊
勢
山

奈
良
尾

町
吉
田

福

田
4

牧

南
天
神
町

新

田
秋

秋

東
前
山

倉

升
岩

下
五

加

上

町

、

円

U

長
レ
エ
↑

常
磐
町

上
紺
屋
町

上
紺
屋
町

関
す
る
登
記
、
税
金
、
境
界
争
い
、

建
築
確
認
、
役
所
に
関
す
る
苦
情
・

要

望

な

ど

マ

そ

の

他

相

談

は
秘

密
を
守
り
、
無
料
で
す
。

少
年
社
会
活
動
適
応
教
室

や
ま
び
こ
教
室
の

参
加
者
を
募
集四五 七五八八八八八八 六 七五八六八

五一九四八 O 六八三八 O 一九 五 O 五六

方
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
の
が
ね
ら

い
。
申
し
込
み
は
、
学
級
担
任
の
先

生
へ
ど
う
ぞ
。

マ
と
き
・
と
こ
ろ
①
前
期
・
:
六

月
二
日
嗣
か
ら
四
日
出
(
須
坂
青
年

の
家
)
②
後
期
・
:
十
月
五
日
附
か
ら

七
日
樹
(
望
月
少
年
自
然
の
家
)
マ

対
象
小
学
校
五
・
六
年
生
、
中
学

校

一

年

生

マ

参

加

費

前

後

期

と

も
に
四
千
円

マ

申

込

期

限

前

期

は
五
月
十
三
日
悩
ま
で
マ
そ
の
他

参
加
者
は
前
後
期
同
一
人
が
原
則

-
問
い
合
わ
せ
青
少
年
課
(
内
線

1
7
3
2
)
 

八市上平比丸小井田赤吉原回
木 川 村林田山林上中羽 池 玉
み栄みけ井イハ清菊 英正
き太ゆきせワマ子代孝庚一男
子郎きこつエきささきさ郎さ
きさきき子さんんんんんさん
んんんんきん ん

ん
上桜ひ踏 分海秋小分野山御
川か下 野
原台り入堀去町和泉去倉口所
柳

八六八三町七七八五八九八六六七八九
八四四七 八一三八五四 0 四五八五六

大
塚
き
し
さ
ん

清
水
す
み
え
さ
ん

山
辺
亥
三
郎
き
ん

新小笹

回泉井

市
教
委
、
市
小
・
中
学
校
校
長
会

で
は
、
次
に
よ
り
「
や
ま
び
こ
教
室
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す。

や
ま
び
こ
教
室
は
、

比
較
的
小
心
、

内
気
な
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
宿
泊

研
修
を
通
じ
て
自
由
で
活
発
な
生
き

七八 六 八 八八三八七八五七八九一七
九七八四二二九八二八九二九一一六二

西

沢

き

く

よ

さ

ん

吉

田

小

林

兵

三

さ

ん

仁

古

田

大

島

そ

う

さ

ん

上

常

田

市

村

伯

人

さ

ん

手

塚

斉

藤

忠

雄

さ

ん

小

泉

赤

羽

陸

三

さ

ん

小

泉

竹

越

け

い

さ

ん

上

常

田

木

島

茂

登

さ

ん

金

剛

寺

今

井

ケ

サ

ジ

さ

ん

野

竹

安

藤

き

く

の

さ

ん

金

井

高

橋

金

平

き

ん

踏

入

長
谷
川
又

三

郎

さ

ん

泉

町

和

田

盛

雄

さ

ん

下

小

島

久
保

田

至

さ

ん

伊

勢

山

久

保

田

綾

子

さ

ん

山

口

小

林

ヨ

シ

き

ん

馬

場

町

馬
場
五
三
夫
き
ん
八
木
沢

今月の家庭の日
5月15日(日)

山
岸
ノ
イ
き
ん

松
崎
ナ
カ
き
ん

春
原
家
本
き
ん

滝
沢
栄
丸
き
ん

{
呂
原
勘
重
き
ん

宮
川
武
雄
き
ん

前
島
勇
司
き
ん

西
入
彦
行
き
ん

竹
前
し
づ
子
さ
ん

小
林
喜
一
郎
き
ん

宮
下
ま
さ
る
さ
ん

矢
島
英
雄
き
ん

依
田
義
三
郎
き
ん

石
川
光
雄
さ
ん

金
沢
貞
子
さ
ん

石
井
し
け

の
さ
ん

内
河
し
ん
き
ん 市では、家庭の大切さ

を認識していただくため、

毎月第 3日曜日を 「家庭

の日 」と 定め、明るい家

庭づくり運動を進めてい

ます。

山

口

南
天
神
町

林
之
郷

野

倉岡
大
手
町

丸
堀
町

神

畑

材
木
町

金
剛
寺

徒

所
大

屋

北
大
手

新

田
鈴

子

半

過
保

野
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